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こころの中を見つめよう
博愛を広げるために

３ＲＣ新年合同例会
1月9日（土）

於：サンルート小松



★ ３ＲＣ新年合同例会

１．開会点鐘
２．国歌斉唱「君が代」
３．ロータリーソング「四つのテスト」
４．会長挨拶

５．米山奨学生奨学金贈呈式

６．幹事報告
７．ＩＭ開催のお願い
８．出席報告

９．閉会点鐘　

小松東ＲＣ会長・・・・・・能登　清三

小松東ＲＣ会長・・・・・・能登　清三
小松ＲＣ会長・・・・・・・野尻　順滋
小松シテイＲＣ会長・・・・米野　恭正
白　美娜さん（小松ＲＣ）
アイーダママードウァさん（小松シテイＲＣ）
小松東ＲＣ幹事・・・・・・蕪城さちこ
ＩＭ実行委員長・・・・・・町出　重彦
小松東ＲＣ出席委員長・・・坂越　政規
小松ＲＣ出席委員長・・・・谷内　　弘
小松シテイＲＣ出席委員長・村上　正之
小松東ＲＣ会長・・・・・・能登　清三

★ 合同懇親会

 １．懇親会開宴
 ２．開会挨拶
 ３．来賓紹介
 ４．来賓祝辞

 ５．乾　杯
 ６．アトラクション
 ７．ニコニコBOX報告
 ８．万　歳
 ９．手に手をつないで
１０．閉会挨拶　

小松東ＲＣ会長・・・・・・能登　清三
小松東ＲＣ副会長・・・・・宮西　剋夫
小松市長・・・・・・・・・和田　愼司  殿
小松商工会議所会頭・・・・和田　　衛  殿
小松中央ライオンズ会長・・土定　紀子  殿
御供田幸子一座
小松東ＲＣ親睦委員・・・・中山春比古
能美ＲＣ会長・・・・・・・上田　宏一  殿

小松東ＲＣ会長エレクト・・中出　　覚

★ メークアップ届
・12／18   ２０１２学年度米山奨学生選考面接試験   蓮井正樹
・12／ 6    加賀白山ＲＣ   新滝
・12／27   加賀白山ＲＣ   新滝

★ 1月9日（土）〈３ＲＣ新年合同例会〉  於：サンルート小松
　 ・会員数 62名　・出席数 46名　 ・欠席数 16名　・出席率 74.19％例 会 報 告

2754回　2012年1月9日　３ＲＣ新年合同例会 於：サンルート小松

会長年頭挨拶・報告　野尻　順滋

　あけましておめでとうございます。昨年１２月の総会で小松ＲＣ次年度３役が承認されました。３クラ
ブ合同例会というせっかくの機会ですのでお知らせしたいと思います。会長は中川公三会員、副会長に西
沢耕一会員、会長エレクトに中橋勝美会員、幹事に嶋田俊一郎会員です。また今日は小松東ＲＣの皆さん
に企画設営をして頂き感謝申し上げます。この後の新年懇親会では大いに懇親を図り楽しませていただき
たいと思います。

司会：小松東ＲＣ　桶谷重之会場監督

司会：小松東ＲＣ　山本博之親睦委員長



2755回　2012年1月12日　例 会 於：小松グランドホテル

会長挨拶・報告　野尻　順滋

★各委員長報告

　あらためまして新年おめでとうございます。
いよいよ今年も始まり、私の年度の後半に入りました。これまで皆様のお支えで何とか無事に運営を行っ
てこれましたがこれから後半も引き続きよろしくお願いいたします。
　後半には、主な事業として本村社会奉仕委員長による町家活用事業、福島職業奉仕委員長のお世話によ
る職業講話、そして姉妹クラブである蒲郡ＲＣへの訪問があります。特に職業講和では会員の皆様方のご
協力が不可欠であり福島委員長からお声が掛かりましたらご協力の程よろしくお願いいたします。町家活
用事業、蒲郡ＲＣクラブへの訪問例会には会員の参加はもちろんんことご家族の参加も是非お願いしたい
と思っています。引き続きご協力頂けますようお願いいたします。
　また今日この後、理事会が開催され次年度役員・理事が承認される予定で次年度もいよいよ始動開始で
す。本年度、次年度共に会員の皆様のご協力をお願いします。報告ですが、先日１月６日に兎橋神社にて
交通安全協会による交通安全祈願祭が執り行われ出席してきました。小松ＲＣも協会員ですので、このシ
ーズン何かとお酒の入る機会が多いようですが飲酒運転等絶対になさらないようお願いいたします。

卓話卓話卓話 「東日本大震災災害派遣に参加して」

　平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に際して、金沢
所在部隊は第１４普通科連隊を基幹に約３５０名の隊員が７２日
間にわたる災害派遣活動に従事しました。この未曾有の体験を経
て得た貴重な教訓等の一部を所見の形で以下述べたいと思います。
　派遣地域は宮城県南端の山元町で、当地は人口約１万６千名で
ホッキ貝や銀鮎等の海産物とイチゴとりんごの農産物が町の主要
産業の穏やかな里山でしたが、可住地域の６４％が津波で流され
６７０名の方が死亡あるいは行方不明になるという甚大な損害を
受けました。派遣期間は７２日に及びましたが、中隊毎に部隊交
替を実施しましたから、平均的な派遣期間は３週間程度となりま
す。いずれにしてもこれほど長期の派遣活動はかつて無く、派遣
された隊員の苦労はもとより、駐屯地において留守を守る残留隊
員や家庭において隊員の無事を祈ってじっと耐えていたご家族の
心労は図りえないものがあったと思います。
　活動の前段は人命救助、行方不明者の捜索が主であり、１２８
体のご遺体を収容しました。当初は手作業でありましたが、１ヶ
月を過ぎる頃から重機械が逐次に投入され、行方不明者の捜索も
格段に進捗するようになりました。また、後半期は応急復旧活動
として瓦礫を指定場所に運搬、集積する活動を実施しダンプ１万
４千台分を運びました。活動中は凄惨な現場が多くありましたが、
折れそうになる心を支え何とか任務を達成して、全員無事に金沢
に帰って来る事が出来たのは、活動中に統合任務部隊指揮官が訓
辞した「我々は日本国の最後の砦である」との合言葉と、派遣の
終始を通じて様々な場所で「自衛隊さん、ありがとう」と感謝の
言葉と応援してくれた被災した人々のおかげと思っております。

榎 木   良 彦  様

陸上自衛隊  第１４普通科連隊
副連隊長　

小林  朋子 会員

〈お祝い〉小松市教育功労賞受賞

山本  正敏 会員

Ｒ財団
マルチプルＰＨＦ③　ピン贈呈

南　征和 会員

Ｒ財団
ＰＨＦ認証状　ピン贈呈

蓮井  正樹 会員

米山功労者マルチプル⑦
感謝状贈呈

〔紹介者〕山田 真広 会員



卓話卓話卓話 「７０１０地区の人々との交流を通して」

　一か月のＧＳＥプログラムの中で、私たちが訪れた街は全部で
１１か所。そのうち８か所ではホームステイを体験させて頂きまし
た。そして、職業見学では、個人的にその街にある薬局を見学させ
てもらいました。また、市役所や病院、ニッケル鉱山や金鉱山、ミ
ネラルウォーターの製造工場等特色のある施設や会社の見学もさせ
て頂きました。
　当初は、言葉・時差・食事といった違いに戸惑いながら毎日のプ
ログラムをこなすのに精一杯でした。しかし、チームメンバーも７
０１０地区の交流を持てた皆さんも優しさに溢れ、とても魅力的な
方々でしたので、日が経つにつれ慣れることができました。

能 村   朋 子  様

２０１１〜２０１２年度 ＧＳＥチームメンバー

★各委員長報告

2756回　2012年1月19日　例 会 於：小松グランドホテル

会長挨拶・報告　野尻　順滋

　今日はＧＳＥメンバーとしてカナダ（第７０１０地区）に行ってこられた能村朋子さんに「７０１０地区の人々と
の交流を通して」と題し卓話を頂きます。そこでＧＳＥ（Group  Study  Exchange）に若干触れておきますと、ＧＳＥ
とは研究グループ交換と訳し、２５歳〜４０歳までの専門職経験の浅い若者４名〜６名を１チームとし、文化と職業
の交流を図ることを目的に２地区間で４週間〜６週間かけて交換派遣しあうロータリー財団の事業です。このＧＳＥ
に野村朋子さんが参加されたということです。したがって今度は相手地区から１チームが来られる訳ですが、予定で
は３月２５日小松空港着で４月２４日まで約１ヶ月間２６１０地区に滞在されます。この間石川第２分区には３月３
０日まで滞在されますので皆さんにも交流の機会をお願いすることになると思います。ちなみに今度来られるメンバ
ーは、土木設計関係の方（男）、公認会計士（女）、環境プランナー（女）、漢方薬の Doctor（女）の４名にチームリ
ーダ（ロータリアン）の計５名です。また小松ＲＣからの派遣は野村さんが３人目で、これまで丸西組社員、出口さ
んの事務所員の方が派遣されています。

★ メークアップ届
・1／10   第７回ミニフォーラム   福島、原後、小林幹雄、岡田、大西、上杉、山本、上出

★ 1月12日（木）〈例会〉  於：小松グランドホテル
　 ・会員数 62名　・出席数 49名　 ・欠席数 13名　・出席率 79.03％例 会 報 告

野尻　順滋
　榎木様、今日は自衛隊のご紹介、災害復旧の
お話有難うございました。大きな災害のたびに、
自衛隊の皆さんの人命救助や国土の復旧の姿を
拝見し、その働きに感謝しています。小林朋子
さん、小松市教育功労賞受賞おめでとうござい
ました。

上出　衛二
　山田会員の転勤による小松ＲＣ退会は非常に
残念です。新任地での更なるご活躍とご健康を
お祈り致します。榎木副連隊長様、貴重な体験
談有難うございました。

生水　敏雄
　榎木様、本日は大変お忙しい所、卓話いただ
きまして誠に有難うございました。東日本大震
災災害派遣に参加され、大変ご苦労様でした。
今後益々ご活躍されます様にお祈りしておりま
す。

小林　朋子
　榎木様、貴重な講話を頂き有難うございまし
た。今は身を引き締めて生きなければと思いま
した。受賞のお祝いを頂き、有難うございまし
た。カメラマンとして魂を込めてシャッターを
切り続けたいと思います。

山田　真広
　榎木様、お忙しい所貴重な講話を頂き有難う
ございます。あらためて、命がけの活動をされ
ている自衛隊の皆様に敬意を表します。今後共
にご活躍をお祈り申し上げます。
　先日は小生のために過分な送別会を開いて頂
きまして有難うございます。伝統と歴史ある小
松ＲＣに在籍出来たことを誇りに思います。感
謝、感謝です。２年間本当に有難うございまし
た。

ニコニニコニコBOX

・Ｒ財団・マルチプルＰＨＦ②  ピン贈呈　小林  幹雄 会員

・２０１２～２０１３年度  役員報告　中川  公三 会長エレクト

・会長
・直前会長
・会長エレクト
・副会長
・幹事
・会計

中川　公三
野尻　順滋
中橋　勝美
西沢　耕一
嶋田俊一郎
生水　敏雄

・会場監督
・クラブ奉仕委員長
・職業奉仕委員長
・社会奉仕委員長
・国際奉仕委員長
・新世代奉仕委員長

中澤　宏介
那谷　忠雄
寺田　英夫
本村　公志
山本　正敏
川腰　栄一

・会員増強委員長
・クラブ会報委員長
・プログラム委員長
・親睦活動委員長
・副幹事
・副幹事

中西　忠彦
数左　從光
八十山和代
谷内　　弘
川腰　栄一
上田　　真

中川公三 会長エレクト



　　　　　　　　　　　先日小松青年会議所の新年懇親会に出席してきました。私、青年会議所に１３年間在籍し２０年程前に
　　　　　　　　　　卒業したのですが、そのころのメンバー数が約１１０人位だったと思います。ところが先日お聞きしたら
　　　　　　　　　　現在４１人とのこと。あまりの少人数にびっくりしました。思えばＲＣにしても小松東ＲＣさんが３８名
　　　　　　　　　　程度、小松シティーＲＣさんが３４名程度と共に４０人を切っておりますし、小松ＲＣも６０名強という
　　　　　　　　　　以前に比べれば大変な会員数の減少です。ＬＣさんも同じような状況と聞いております。
　　　　　　　　　　　青年会議所にしろＲＣにしろＬＣにしろ、こういった会の会員数の減少はどこも同じかと思います。こ
　　　　　　　　　　の背景にはもちろん昨今の厳しい経済状況ということもあると思いますが、一方では現代社会の価値観の
変化による会に対する認識の変化もあると思います。今一度時代に合ったＲＣの活動内容、存在意義を考え活動しなくてはなら
ないのでは、と思います。またこういった会には「会員数」は大きな力だと思います。これまで拡大の一途をたどってきたＲＣ
ですが今後は合併も視野に入れひとつのクラブに纏まることも考えなくてはならない時期にきているのではないかと思います。

★ メークアップ届
・・1／12   １月理事会   野尻、中川、上出、生水、中西、嶋田、上杉、本村、杉本、小林朋子、那谷、中橋、
　　　　　　　　　　　　　南、斉藤

★ 1月19日（木）〈例会〉  於：小松グランドホテル
　 ・会員数 61名　・出席数 45名　 ・欠席数 16名　・出席率 73.77％例 会 報 告

野尻　順滋
　能村さん帰りなさい。１ヶ月の貴重な体験をされたようですが、この
貴重な体験を大切にして下さい。中川年度の理事、役員が発表され、い
よいよ次年度も始動。良い年度になりますことをご期待致します。

中川　公三
　能村様、卓話有難うございました。将来は是非、ロータリアンとして
ご活躍下さい。新年度の準備が少しずつ進んでいます。宜しくお願い申
し上げます。

生水　敏雄
　能村様、本日はお忙しい所、卓話を頂きまして有難うございます。今
後ＧＳＥチームメンバーとして、益々ご活躍されますことをご期待して
おります。

杉本　雅規
　能村さん、卓話有難うございました。これからもＧＳＥの経験をもと
に仕事、ボランテイアに頑張って下さい。

ニコニニコニコBOX

　あちらで、初対面の方から必ずといっていい程受けた質問があり
ます。それは「ここまでカナダはどうですか？どう感じましたか？」
などといった質問です。最初は、カナダの湖や道や建物、車すべて
が大きくて驚いたという薄っぺらな感想しか伝えられなかったけれ
ど、私の中にも徐々に変化があったのだと思います。最後の方には、
カナダの自然はもちろんのこと、それに比例するかのように人々の
心も大らかで豊かなのだという感想に変っていました。また、日本
に関しても違った見方ができるようになり、良さも悪さも考えるこ
とができたと思います。
　私のＧＳＥプログラムは大変充実しており、一日一日が長く感じ
られたので一か月以上の価値があるものでした。このような貴重な
体験を通し、ロータリーの皆さんに巻いてもらった心の種をどう育
てていくかは自分次第なのだと感じています。きれいな大輪の花を
咲かせられるかはわかりませんが、
私なりの花を咲かせられるよう生
きていくことで、少しでも社会へ
恩返しできればと思っています。
最後に、素敵な機会を与えて下さ
り本当にありがとうございました。

◆
紹
介
者

杉
本
雅
規
会
員

2757回　2012年1月26日　例 会 於：小松グランドホテル

会長挨拶・報告　野尻　順滋

★ 入会式　

　「新会員紹介]
〈新入会員〉  後藤　尚彦  様

〈推薦者〉 野尻 順滋 会員　中西 忠彦 会員

生年月日：１９７０年１０月２０日生
会 社 名：北國新聞社小松支社　支社長



★1月誕生祝い

ニコニコBOXの年間達成目標
2,000,000 円円!

ニコニコBOX1月末の累計金額
865,600 円!

1 月誕生祝月誕生祝 2日
2日
5日

那谷　忠雄会員
安井健次郎会員
数左　從光会員

20日
26日
26日

本村　公志会員
松多　伸悟会員
西沢　耕一会員

★ メークアップ届
・1／20   ＧＳＥ打ち合わせ会   生水、杉本

★ 1月26日（木）〈例会〉  於：小松グランドホテル
　 ・会員数 62名　・出席数 47名　 ・欠席数 15名　・出席率 75.81％例 会 報 告

野尻　順滋
　西田様、今日は足元の悪い中、卓話をいただ
き有難うございました。地域の持つオリジナル
性とネットビジネスをつなげる事例を解り易く
お話いただき大変興味深くお聞きしました。こ
れからも新しい視点で益々ご活躍されますよう
ご期待申し上げます。
　後藤様、ご入会おめでとうございます。徳田
さん、三代八十吉追悼展、１０万人入場達成お
めでとうございます。

生水　敏雄
　西田様、お忙しい所卓話いただきまして有難
うございます。これからも益々ご活躍されます
事をお祈りしております。後藤様、ご入会おめ
でとうございます。今後共、宜しくお願い致し
ます。

小林　朋子
　後藤尚彦様、ご入会おめでとうございます。
西田上様、本日は素晴らしい卓話をいただき有
難うございました。

新谷　紀栄
　西田様、本日の卓話有難うございました。若
さとパワーを充分に発揮され、益々発展されま
すようお祈りしております。後藤様、ご入会そ
して奥様の誕生日おめでとうございます。

中西　忠彦
　西田様、本日はお忙しい中卓話有難うござい
ました。後藤さん、入会おめでとうございます。
会員全員の顔を覚えるのも大変でしょうが、ロ
ータリーを楽しみながら出席して下さい。

ニコニニコニコBOX

卓話卓話卓話 「地域資源の可能性を探る」

　１９９９年に会社の業績悪化のため石川県に戻る、実情は想像して以上に酷
く、何から手をつけていいか当時２５歳の私には検討もつかず途方に暮れた。
ある日、手にした雑誌に鶏を抱えた青年が「卵をネットで売って月商１００万
円です」という記事を見たことがネット販売を始めるきっかけとなった。直接
のきっかけは前述であるが根底にはキャッシュ不足で、現状の手持ちの資金で
出来る事がネット販売しかなかったというのが本当のところです。ネット販売、
パソコンの知識など一つも持たない私にとって未知の世界ではありましたが、
それしかできないという現実の中でがむしゃらに働いたのが２０００年〜２０
０５年でした。やればやっただけの成果があがり仕事にのめりこむ日々の中で
失ったものも多かったと気づいた時には遅く、大病を患い仕事の第一線より一
旦退く形に、幸い会社の運営は危機的状況を脱していたので、自分のやるべき
事を見失い何か虚無感に苛まれる毎日の中で運良く頂いたネットショップ日本
一の称号により、地方でも、また伝統工芸という衰退産業でもインターネット
を活用すれば道は開けるという内容での講演依頼を全国各地より頂いた事によ
り新たに自分の使命を見出すことができた。そんな中、改めて自分の扱ってい
る九谷焼とは何なのかを考える中で、売り手と作り手の共存が必須であること
に気が付き九谷塾という創作集団の発足メンバーとなる。九谷焼（地域資源）
のメリットとは？それはオリジナル性（地域性・風土・文化）であり、それゆ
え競合も少なく、地域・地方・田舎ならではのブランド力を持つ、さらにはそ
の地域資源の背景にある人や技術といった話題性の豊富さも一般的な流通商品
にはない特色である。今の情報発信ツールが溢れる時代こそ、地域資源が脚光
を浴びる時代です。インターネットによる情報発信、価格競争に陥らない商品
開発、大手企業や人気商品とのコラボレーション、全ては地域資源の持つ「付
加価値的価値」地域資源が関わることによる更なる価値の付加、これこそ最大
のメリットと言える。その地域資源を十分、活用できる環境に身を置いている
我々、石川県民の利点、活かす活かさないは私たち次第であるが活かさないの
は悪である。
石川県に戻り１１年目になりますが、今、私は石川県が大好きなんです。
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